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若
狭
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

 

福
村 

真 

前
年
度
か
ら
引
き
続
き
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

初
年
度
は
わ
き
あ
い
あ
い
で
自
転
車
を
こ
い
で
い
る
う
ち
に
１
年
が
過
ぎ
、
子
供
の
た
め
に
何

が
役
に
立
っ
た
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
唯
一
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
子
供
達
の
為
に
活
動

を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
愛
校
会
、
す
ず
か
け
ネ
ッ
ト
、
見
守
り
隊
、
地
域
の
方
々
、
お
や
じ

の
会
な
ど
多
く
の
方
々
の
理
解
と
協
力
な
し
で
は
良
い
学
校
、
良
い
環
境
は
出
来
な
い
と
い
う
事

で
し
た
。
本
当
に
皆
様
方
に
は
日
々
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
本
部
、
各
役

員
と
し
て
協
力
し
て
頂
け
る
仲
間
、
協
力
し
て
頂
い
た
仲
間
に
感
謝
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
何
時
の
時
代
で
も
変
わ
ら
ぬ
大
切
な
の
は
若
狭
の
『
わ
』
で
す
ね
。 

簡
単
な
自
己
紹
介
と
し
て
、
所
沢
市
在
住
３
５
年
。
子
供
４
人
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
お
や
じ
。
思

い
つ
き
の
発
言
が
多
く
考
え
る
こ
と
が
苦
手
な
の
で
体
を
張
っ
て
頑
張
り
ま
す
。
ス
ト
イ
ッ
ク
系

で
日
々
筋
ト
レ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
１
年
間
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

今
年
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
つ
い
て
は
、
現
代
の
生
活
環
境
に
合
わ
せ
ら
れ
る
よ
う
体
制
を
見
直
し

作
業
よ
り
実
行
を
優
先
し
て
行
く
と
共
に
子
供
達
に
は
、
若
狭
小
学
校
が
心
の
ふ
る
さ
と
・
学
校

が
１
番
楽
し
い
所
と
な
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
子
供
達
に
は
自
分
の
中
に
眠
っ
て
い
る
可
能
性

を
見
つ
け
る
た
め
に
自
分
か
ら
挑
戦
を
し
て
、
沢
山
失
敗
し
て
自
分
を
信
じ
て
何
度
で
も
立
ち
上

が
れ
る
強
い
心
を
身
に
つ
け
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
保
護
者
の
方
に
は
生
活
の
リ
ズ
ム
を
第
一

に
考
え
生
活
習
慣
の
確
立
と
子
供
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
多
く
も
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。
我
々
Ｐ
Ｔ
Ａ
及
び
保
護
者
は
、
子
供
の
憧
れ
の
人
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
見
本
と
な
れ

る
大
人
と
し
て
子
供
の
健
全
な
成
長
の
た
め
に
努
力
す
る
こ
と
が
、
今
後
よ
り
一
層
重
要
に
な
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。
保
護
者
と
そ
の
関
係
者
が
地
域
の
方
々
と
連
携
を
密
に
し
、
協
力
し
あ
い

子
供
た
ち
が
こ
の
若
狭
小
学
校
で
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
頑
張
っ
て

頂
き
た
い
の
と
、
他
人
任
せ
で
は
な
く
自
分
の
子
供
の
事
で
す
か
ら
そ
れ
を
よ
り
自
覚
し
Ｐ
Ｔ
Ａ

各
活
動
協
力
、
地
域
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

学
校
教
育
目
標 

・ 
自
ら
学
び
と
る
子
ど
も 

・ 

仲
よ
く
助
け
合
う
子
ど
も 

・ 

健
康
で
明
る
い
子
ど
も 

 

 

ＰＴＡ基本方針 

Be a Ｓponge ! 

 
スポンジのように
沢山の事を吸収
し、それを絞り出
すようにそれを実
行する 

第１２２号 

 

   

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

６月１３日当日、朝早いのにもか
かわらず、正門、西門合わせて約３
０名の保護者が集まりました。最初
のひと班が見え、大人も子供もちょ
っと緊張して恥ずかしそうにしてい
ましたが、大人のテンションに同調
して、子供達も嬉しそうにハイタッ
チをしていました。登校時間ピーク
になると、手が足りないほど、盛り
上がって手を叩き合っていました。 

    
子供（女の子）の感想  

「意外と、楽しかった♪」 
大人の感想    

「普段見ることのない登校風景
が見られて良かった」 
「子供達が意外とノリノリで 
タッチしてくれた」 
「こうやって子供と触れ合える
のは、大人も楽しいですね」 

  

 

 

 

 



 

 

 

 
監査：下田  直接活動に携わる職ではない 
ですが、陰ながら忚援していきたいと思います。 
 
監査：小田中  皆さんと協力しながら頑張って
いきたいと思います。  

 

選考委員：森田  選考委員“正”という大役を任されて、戸惑いもありますが、 
各クラスから一名ずつ計二十名の選考委員と協力し、活動していきたいと思います。 
秋以後からの活動となりますが、選考は皆さんからの協力がとても必要となります。 
ご協力を宜しくお願い致します。 
 
校外安全指導部：見村  本年度は、事故件数減尐、「第１回防犯パトロール」 
「第２回防犯パトロール」はもちろんのこと、保護者の皆様の御協力を頂き長期に渡って、 
朝の見守りを重視し、登下校時の事故防止につなげていきたいと考えております。 
 
広報部：太田  広報紙発行という大仕事に部員 10 人で力を合わせて立ち向かいます！ 
読んで楽しい、見て美しい、皆さんの心に響く広報紙の発行を目指してがんばります。 
会員の皆さま、取材やアンケート等へのご協力をよろしくお願い致します！ 
 
教養部：関  今年度家庭教育学級長になりました関です。実は学級生としては一年生の 
私で、他の役員メンバーも 11 名中 10 名が一年生という中での活動になりますが、 
『ちぇんじ』という言葉をテーマに、色々な事に挑戦していこうと思っています。 
宜しくお願いします。 
 
環境厚生部：松本  今年の環境厚生部は、全員が初めてです。その中で、私達が出来る事
を学校側と相談し努めていきたいと思います。清掃活動は、多くの参加を目指し綺麗な学校 
づくりに貢献します。ベルマーク活動は、楽しみながら集められる工夫を考えていきます。 
 

 

本  部  役  員 

（後列左より） 会計 ：鈴木真由美会計 ：市東満枝 
書記 ：片倉由紀子書記 ：山本こずえ  

監査 ：下田由和 監査 ：小田中美香 
（前列左より） 副会長：平澤純  副会長：佐々木慶子  

会長 ：福村真  副会長：管野茂 

 

 

副会長：管野  一つでも多くの事柄に関わる事です。今まで全くと言っていい程、 
ＰＴＡは勿論、学校や地域に対して無関心でした。今回、この様な役を頂きました事を 
良いきっかけにし、様々な事柄に一つでも多く触れ、そして経験をさせていただき、尐し
でも何かのお役に立てたらと思っております。一年間、宜しくお願い申し上げます。 
 
副会長：佐々木  一年間よろしくお願い申し上げます。中学 3 年生になる長女が 
おりますので、若狭小学校にはお世話になり始めてから 9 年目を迎えています。今年度 
ＰＴＡ本部として活動をするにあたり、私も仕事をしておりますが、『誰でもできるＰＴ
Ａ 
活動』を目指したいと思います。皆で協力して楽しく充実した時を持てれば幸いです。 
 
副会長：平澤  今年度、副会長という大役を引き受けましたが、まだ右も左も分からず
手探りの状態で活動しています。これから来年の総会まで、本部役員のみならず先生方、
保護者の皆様のお力をお借りしながら、私自身楽しんでより良いＰＴＡ活動を行っていき
たいと思います。 
 
書記：片倉  今年度、書記を務めさせていただきます片倉と申します。日々どんどん 
成長する子供達に負けないように、前向きに、明るく楽しく活動していきたいと思います。
どうぞよろしくお願い致します。 
   
書記：山本  十年以上、若狭小に通い続けていますが、役員は初めてです。今まで皆様
にお世話になったご恩返しとして、仲良く助け合って喜びいっぱいの一年にできたらと思
います。どうぞよろしくお願い致します。 
 
会計：市東  丌安で緊張していますが、一年終わった後に、やり遂げた！！と自分で思
えるように頑張りたいと思います。   
 
会計：鈴木  このような大きな役に就くのは初めてなので至らない所もあると思います
が、まわりの役員の方々と協力しながら頑張っていきたいと思います。一年間よろしくお
願い致します。 

 

学 年 委 員 （正） 

 

（後列左より）あゆみ：本田能江 ６年：古城弥絵  
５年  ：高橋治恵 ４年：加藤美幸 

（前列左より）３年  ：竹島一美 ２年：原圭子   

１年：池田杏子 

 

あゆみ：本田  今年は新入生が５名も入り、あゆみ学級も楽しさが一段と増しました。 
今年も勉強、スポーツに励み、一歩一歩あゆんでいけたらと思っています。 
また、他校や普通学級との交流を楽しくできたらと思っています。 
 
６年：古城  今年度の抱負は、役員みんなで意見を出し協力しあい、いろいろな 
事に挑戦し、先生方、保護者のみなさま、子供達全員が活気溢れ笑顔でいられる 
一年間になれる様に努力していきたいと思います。 
 
５年：高橋  高学年になり、いろいろな面で変化のある１年になると思います。 
安心して学校生活が送れる様に、楽しい思い出がたくさんできる様に皆で 
協力し合って精一杯がんばりたいと思います。 
 
４年：加藤  この一年、保護者の皆様や、先生方のご指導を得ながら、年間の行事が 
スムーズに行われる様に、役員全員で力を合わせ頑張っていこうと思います。 
至らない面も多々あると思いますが、一年間宜しくお願いいたします。 
 
３年：竹島   本年度三学年の学年委員長を務めさせて頂きます竹島です。 
クラス役員の皆さん、先生方と協力して楽しく活動していきたいと思います。 
微力ではありますが頑張りますので一年間よろしくお願いいたします。 
 
２年：原  「可愛いだけ」の時期もそろそろ終わりの小学二年生。寂しい思いも 
ありますが、そんな二年生たちの成長を見守りながら、役員の仕事を通じて深く 
関わっていけたら、子どもたちから元気をたくさん貰えるかなぁ…と思っています。 
 
１年：池田  期待に胸膨らませ小学校の門をくぐったばかりの子ども達ですが、 
幼稚園、保育園等とは違った環境に丌安や戸惑いも沢山あると思います。 
私たちは、そのような子ども達が小学校生活を楽しくすごせるよう、尐しでも 
お手伝いさせて頂きたいと思っています。一年間、宜しくお願い致します。 

 

 

 

専 門 部 役 員 （正） 

（後列左より）  選考委員      ：森田ゆう子  
校外安全指導部：見村沙耶香  
広報部        ：太田正子 

（前列左より） 教養部         ：関亜弥子  
環境厚生部     ：松本幸恵 
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わ 

ル が 

 Ｉ 家 

ル の 

 

 

教務主任 五江渕先生 

「せめて、あいさつを」 
 
 
共働きで帰宅時間も
まちまち、ふたりの子
どもは思春期？？せ
めて、あいさつだけは
必ずする。これが最低
限の我が家のルール
です。当たり前のこと 
ですが、うーむ、息子
がたまに・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

教頭 三浦先生      
「朝の四時、私は『おはよう』
息子は『おやすみなさい』」 
 
朝のあいさつをするの
が我が家のルールで
す。息子がまだ小さい
頃は、朝のあいさつは
『おはよう』でしたが、
大学生ともなると昼夜
逆転の生活になってし
まいました。私は日の
出前に起きているの
で、昼食後眠くなり、
昼寝をしています。 
 
 
 
 
 
 

 

 

校長 加藤先生          

「家族の誕生日には一堂に会す」 
 
 
家庭を持って続けてきた
ことは、「誕生日みんなそ
ろっておめでとう」という
ことです。成長とともに
集まれない時もあります
が、それでもちがう日に
都合をつけて一堂に会
し、「おめでとう」の後、
ケーキをほおばっていま
す。 

 

 

 

 

「これだけは譲れない！ わが家のルール」アンケートにご協力ありがとうございました。

寄せられた「ルール」が多かったので、次号と２回に分けてご紹介致します。 

今号では“あいさつ編”と“スキンシップ編”と題して、ステキなユニークな（？）ルール

を編集部で選ばせて頂きました！ルール川柳や先生方のご家庭のルールも必見！！！ 

わが家にも取りいれられそうなルールがありますか！？ 

 
 

 

行ってきますの kissをする。 
家族がいつもＬＯＶＥ×２そして笑顔で 

いられます。笑顔でいるといつもハッピー 

周りにもハッピーをあげる。 

 

 
週末の夜は、家族４人で必ず 
一緒に布団に入る！！ 
その日にあったことなど、楽しく話をする 

ことが出来ています！休みの日はつねに一

緒に行動することが出来て、仲良し家族で 

いられています。 

 

 
登校の際、「握手で行ってらっし
ゃい気をつけて」と言ったあと 
ギュッとハグします。 
笑顔で「いってきます」と返事が返ってく

るようになりました。子供が嫌がるまでや

り続けます！ 

 
どんなに叱っても子供を送り出
す時と眠らせる前にはちゃんと
許して笑顔で。 
出かける間際や「おやすみ」の前に笑顔でい

てあげると、子供の心が安定すると思います。

男の子ですが、学校や外での出来事を私を信

頼して話してくれます。 

 

 

夜ねる前に一日の出来事を話し
合う。 
兄弟が沢山いて、１人１人の話をゆっくり聞

いてあげられません。そこで布団の中に一緒

に入って 1 分でもいいから話をするとお互い

にすっきりとした気分になれる気がします。 

 

ト
ラ
ン
プ
や 

オ
セ
ロ
に
勝
っ
た
ら 

マ
マ
の
チ
ュ
ー 

休
み
の
日 

家
族
全
員 

お
風
呂
へ
Ｇ
Ｏ
！ 

 

眠
る
前 子

供
を
抱
き
し
め 

「
大
好
き
」
よ 

 

い
や
な
事 

そ
の
日
に
忘
れ
て 

明
日
へ
Ｇ
Ｏ
！ 

※
ア
ン
ケ
ー
ト
を
元
に
い
く
つ
か 

川
柳
の
形
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た 

～スキンシップ編～ 

 

 

誕生日 みんなそろって 
おめでとう 
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1組：利根川先生 
「お先にいただきます。」 
５人家族のわが家では、
一番最初にお風呂に入る
人がこの言葉を必ず言い
ます。とは言うものの、
唯一の男性である私が一
番に入ることが多いの
で、私だけの言葉かもし
れません。 

 

２組：佐藤先生 
我が家では、現代の生類
憐みの令が、母網吉の下、
敢行されています。だか
ら、愛犬チェリー、うさ
ぎのピーターの権利を守
り、日々、声をかけて人
間も動物も仲良く生活し
ています。   

 

３組：松原先生 
「三食しっかり食べる。」
「生水は飲まない。」 
我が家伝統のルールはこ
の二つ。このおかげか、
胃も腸も大変丈夫な家系
のようです。私は日本茶
や珈琲が大好きで毎日た
くさん飲んでいますが、
そ れ も 健 康 の 秘 訣 か
も・・・？ 

 

 

 

 

１組：谷村先生 特別なルールは 
ありません。息子たち 
もみんな独立し夫と 
二人なので・・・。あると 
すると、二人の時間を大切に 
することぐらいかな。 

 

２組：藍場先生 『遊びとケガは子どもの仕事』 
我が家では、遊ぶことが子どもの仕
事だよと教えています。友だちとた
くさん遊べたり、その中でケガをし
たりしても「今日は、子どもの仕事
がたくさんできたね。」と言って 
ほめます。  

３組：清本先生 わが家には、特段ルールのようなも
のはありません。 
でも、毎日元気で楽しく過ごすこと
を、みんなで心がけています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1組：竹内先生 「ユーモアを忘れない！」 
世の中、面倒なこと自分の思うようにならない 
ことばかり・・・家族間でも、ついとげとげしい 
雰囲気になりそうなこともたまにはあります。でも 
おっぺけぺーなムードを出して楽しく明るく生きて 
いくのが何よりです。 

 

2組：中田先生  
帰りが遅くなるときは、事前に伝えるようにしています。 

 

 

3組：中村先生 「自分のことは自分で」 
改めてルールということではありませんが出来る範囲で自分
のことは自分ですること。そして手伝えることは協力する。
食器の片付け、洗濯物は早く帰った人が取り込むなどです。
       

4組：直井先生 「家事は、みんなで助け合う。」 
家族それぞれが多忙な我が家では、家の仕事はみんなで 
助け合ってやっています。 
 
 

 

 

 

 

  

 

1組：尾形先生 
「家事はみんなで」 
子供がまだ小さかった
頃、農家に泊まる機会が
ありました。朝早くから
家族全員でそれぞれの
仕事をテキパキこなす
様子にとても感心。見習
って我が家でも家事は
みんなでという体制に
しました。 

 

２組：菅間先生 
「我が家のルール」はこ
れといって決まったも
のはありません。あると
すれば、家事はできるだ
け分担するということで
しょうか。あっ、そうそ
う、もう一つ。奥さんが
阪神ファンなので阪神
が負けた日は野球の話
には一切ふれないのが
暗黙のルールです。  

 

３組：池内先生 
「テレビは一日二本まで」 
私が小学生の時のルー
ルです。妹と二人、新聞
のテレビ欄とにらみ合
いながら決めていまし
た。しかし、知恵をつけ
て、「一本≠三十分」に
気付いて以降このルー
ルは廃れていきました。 

 

 

 

 

 

 

1組：宮澤先生 
「始末に責任を持つ」 
例えば使ったものは責任
を持って元に戻すこと
や、出かけたら自分の所
在を家族に知らせるなど
のことです。前は「爪切
りはどこ？」と見つから
ないことがありました
が、所定の場所にないと
家族が困るので全員で守
るようしています。  

 

２組：阿部先生 
「ごはんは良い姿勢で 
残さず食べる。」 
ごはんをしっかり正しく
食べることは、すべての
生活態度の基本だと思い
ます。食べると元気が出
て、すべてプラスに考え
ることができます。そし
て、姿勢は他の場面での
態度にもつながると考え
ます。 

 

３組：斉藤先生 
「朝ごはんはどんなに忙し
くてもしっかり食べる」 
「朝食べないで、いい仕
事はできない。」と親に言
われ、今我が家に同じ事
を言っています。温かい
ご飯にみそ汁。「いただき
ます」と完食できれば、
今日も大丈夫。  

 

 

 

 

 

 

１組：荒井先生 子どもたちが成人したため、特別ルールは 
ありません。 
 

 

２組：小柳先生 「毎週日曜は家族みんなでおそうじ DAY！」 
私が小学生の頃から日曜の午前は家族で家のそうじを
しています。小さい頃にそうじの手順やポイントをみ
っちりたたきこまれました。家族もみんな働いていま
すが休みの日は一緒にそうじをするのがお約束です。
      

３組：内野先生 「健康第一」 
我が家では、とにかく健康第一です。心も体もすこや
かに過ごすことが一番大切と思っています。最近は特
においしい物を食べ、リフレッシュ・・・かな？ 

 

４組：茂木先生 日常の話題を出しあうこと。みんなでできるだけ 
顔を合わせること。などです。 
 
 
 
  

 

 
あゆみ 1 
小沼先生 

「朝ごはんをしっかり食べよう。」 
朝ごはんは一日の活力の素。どんな 
に忙しくても必ず食べるようにして 
います。朝ごはんを抜いてもやせません。 
頭の働きが鈍るだけです。でも余裕のある 
休日は、朝昼兼用でゆったりのんびり、 
だらだら食べていることも。 

 

あゆみ２ 
新井先生 

「朝・昼・晩 3度の食事は欠かさない。」 
どんなにお腹いっぱいでも、朝・昼・晩大体 
きまった時間に食事をする。食べる真似（食 
卓につく）が大事らしい！どんなに忙しい朝 
もごはんは欠かしたことがないのです。食べ 
る時間を考えて起床時間を早くする。これが 
我が家のルールです。    

 

あゆみ 3 
岩田先生 

「朝食は、一日の活力のもと！」 
朝から元気よく朝ごはんを食べる。これが我 
が家の健康のひけつです。今日も家族そろっ 
て元気に出発！  

 

 

  

  

  

 

朝ごはん 
しっかり食べて 
今日も元気！ 
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～あいさつ編～ 

 

 
お父さんが仕事から
帰ってきたらどんな
用事や TV を見てい
ても顔を見せ 
“おかえりなさい”と 
言う。 
 

 

 
帰ってきて誰もいなくても必ず 
「ただいま」を言う。 
たまに、いないふりをしてかくれている事があ

ります。きちんと言えている息子達をみて「よ

し♪♪」って感じです。「なんだいたのぉ～」と

テレながら言う息子の頭をなでています。 

 

 
 
家族にもちゃんとあいさつする。 
ご近所さんにももちろんあいさ
つ！！ 
多尐、騒がしくても、ちゃんとご近所さんに 

ごあいさつ出来ると「いい子ね～元気で」と言

われます。男児だとなおさら過剰評価されます。 

 
 
 

 

 

 

朝出かける家族に「いってらっしゃい」と元気よく玄関で 
お見送り。 

小学１年の息子は、たとえ着替え中でパンツ１枚でも飛んでいって玄関で 

「いってらっしゃーい！！」と見送ってくれます。そのおかげで、尐々眠くて 

機嫌のあまり良くないお兄ちゃん？もニコニコ？元気よく出かけて行きます。 

 

どんな小さなことでも何かしてもらったら「ありがとう」と 
言う。 
ちょっと物をとってあげただけでも「ありがとう」と言ってもらえると、 

とてもいい気持ちになります。そのことに気付くと自然と、 

自分も人に「ありがとう」と言えるようになって、家族も 

和やかです。 

 

 

あ
り
が
と
う 

 
 

互
い
に
言
え
ば 

 

ニ
コ
ニ
コ
家
族 

 

あ
い
さ
つ
は 

 
 

毎
日
し
よ
う 

朝 

昼 
晩 

 

あ
い
さ
つ
は 

 
 

早
い
者
勝
ち 

 
 

 
 

先
に
言
お
う
！ 

 

 

 

 

た
だ
い
ま
の 

 
 

息
子
の
声
が 

 
 

 

バ
ロ
メ
ー
タ
ー 

 

朝は必ず「おはよ
う！」です。いってら
っしゃい、お帰りも、
ずっと言い合ってい
ます。ルール…では
なく習慣です。 
あとご近所の人に
は 必 ず あ い さ
つ！！ 

 
保護者の方々、多数のアンケートご回答ありがとうございました。先生方もお忙しい中、ご協力に心から感謝 
致します。引き続き「わかさ１２３号」では“食事編”“約束編”（仮題）のルールをご紹介します。乞うご期待！ 

わかさ見守り隊隊長 

笹島さんにもお聞きしました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

狭山ヶ丘交番の警察官が毎朝宿直勤務 

明けの疲れた体で交番の前に立ってみんなを見守って

くれています。でも、挨拶する人がほとんどいません。 

私の孫は私立の小学３年生でそこを通って登校してい

ます。毎朝お巡りさんに正対し、帽子を脱いできちん

と挨拶しています。お巡りさんも笑顔で敬礼してくれ

ます。挨拶は人間関係の基礎だと思い、身に付いた孫

を頼もしく思っています。若狭小にも一人だけ毎朝帽

子を脱いで挨拶する二年生の子がいます。その子の家

庭教育の見事さを感じています。 

 

 

 

あ
い
さ
つ
は 

 

相
手
の
目
を
見
て 

 
 

 
 

 

元
気
良
く 
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６月３日、涼しい曇り空の中、「第１回防犯パトロール」が行われました。 

各地区から選出された保護者の方々が大勢参加し、わかさ見守り隊の方々、 

校長先生、教頭先生、ＰＴＡ会長、そして 

狭山ヶ丘駅前交番の警察の方、交通指導員 

さんと一緒に各班に分かれての地域の安全 

点検です。子供達と同じ目線に立ち、班 

集合の場所、通学時の危険箇所や防犯時 

のかけこみ１１０番の場所を改めて再確 

認しました。 

 
 

 

６月１３日の学校公開日には、二箇所 

それぞれの校門から昇降口までの間に受 

付を設け、保護者証を忘れた方や保護者 

証をお持ちでない地域の方に、来校者シ 

ールを貼って頂きました。丌審者の侵入 

を防ぐのが目的です。初めての試みでし 

たが、４４名の保護者ボランティアの方 

々と PTA 本部役員さんが協力して下さい 

ました。お世話様でした。 

聞
い
て
聞
い
て
！ 

 
 
 

 ち
ょ
っ
と
い
い
話
♪ 

6 月 9 日に開講式、24 日に英語体験講

座がありました。開講式では、校長先生の

講話で「誕生日列車～若狭のわを作る～」

などのゲームもあり、和やかな雰囲気での

スタートとなりました。今後の講座もバラ

エティーにとんだ内容となっており、学習

だけでなく、保護者のコミュニケーション

を広げる場となりそうです。 

 

家庭教育学級 

 

今後の行事予定 

9/２９ ビーズのストラップ 

手作り講座 

10/２０ 子育て公開講座 

11/１８ 環境問題について考える 

12/7 ヨガ 

12 月 閉講式 

 

学 習 目 標 

「ちぇんじ」 ～ Yes, we can ～ 

 

 

＊お世話になり 
ありがとうございました＊ 

 
（前列左より）  

西先生 野口先生 松澤先生 太田先生  

小林先生 高地先生 

（後列左より） 

金子さん 斉藤さん 吉野先生 佐藤先生 

春山先生 吉成先生 伊藤先生 

 

 

 

 

 

 

開講式 

 

英語公開講座 

 

 
広報紙ってこんな風に作っているん
だ・・・と大変勉強になりました。 
            (城戸口) 
 

初めての広報で丌安だったのですが、楽しいメ
ンバーに恵まれ楽しんでます♪  (岩村) 
   
広報紙 無事発行でき うれしいな！ 手探り
状態ですが、1 年間頑張ります。 (山本) 
 
この活動を通して学校や子供達と関われる事は
とても貴重な事だと思いました。 (岩本) 
 
空と海、新緑、太陽をイメージして編集しまし
た♪一年間よろしくお願いします！(大野) 
 
暑い夏、気をつけてお過ごし下さい！ 

 

 

５月８日の PTA 総会で、校長先生からこ

んな呼びかけがありました。「見守り隊の方

から連絡があり、１３日は木下自転車店前

の手信号の所にどなたも立てないそうで

す。どなたか行って頂けたら幸いです。」そ

してその朝・・・そこには登校する子供達

を見守って下さっているお母様の姿が！そ

して先生もお一人。実際には見守り隊の方

が１名いらしていたそうですが、短時間に

大勢の子供達が通過するので、一人ではた

いへんだったと助っ人の登場をたいへん喜

んでくださったそうです。“子供達を守るた

め”の見事な連携プレーが機能した名シー

ンといえるのではないでしょうか。子供に

してみたら「立っている人がいつもと違う

な」と感じるだけかもしれませんが、実は

地域と学校の『和』が生かされた名シーン

だったのです！ 
ここで一言！  

見守り隊の方もご都合や体調が悪くて

出られないこともありますよね。 

任せきりにするのではなく、私たち保護 

者も『見守り』を意識致しましょう！ 

 

感想「負担もかかりますが子供達を守るために今回の作業は良かったと思いました。」 

反省「朝 9 時 10 分からの担当の方達はやはり最初ということもあり、もたついて 

しまいました。」 

 


